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通商産業政策史
21世紀の日本経済と通産政策を考察する上での羅針盤

独立行政法人 経済産業研究所（RIETI）
通商産業政策史編纂委員会 編

全12巻
1980-2000

第１回配本 2011年3月刊行

2011年6月刊行予定

2011年7月刊行予定

４  商務流通政策

9  産業技術政策

５  立地・環境・保安政策

6  基礎産業政策 10  資源エネルギー政策

石原武政 編著 　Ａ５判　上製カバー装　５３６頁　７，８７５円［税込］

沢井　実 著 　Ａ５判　上製カバー装　４９１頁　７，８７５円［税込］

武田晴人 著 　Ａ５判　上製カバー装　約700頁

山崎志郎 編著 　Ａ５判　上製カバー装　約520頁 橘川武郎 著 　Ａ５判　上製カバー装　約460頁

◎主要目次
第Ⅰ部 流通政策　第1章 流通構造変化の概要　第2章 規制時代の商業調整　第3章 規制緩和期の商業調整　第4章 
流通近代化へのあゆみ　第5章 新たな商業振興を求めて　第6章 まちづくり三法の時代　第７章 小括　第Ⅱ部 消費
者行政及び商一般　第８章 消費者行政　第９章 サービス産業　第10章 商品取引所　第11章 博覧会 

◎主要目次
序章 現代日本の技術発展と産業技術政策の役割　第1章 産業技術政策の理念と産業技術審議会の活動　第2章 大
型技術開発プロジェクトとナショナル・イノベーション・システムの改革　第3章 サンシャイン計画とムーンライト計画
第4章 民間への技術開発助成　第5章 国際研究協力の展開　第6章 工業標準化事業　第7章 国立試験研究機関の
変遷　終章 産業技術政策の新たな課題

『１９８０年から２０００年を中心として、通商産業省の
「流通政策」はどう変化したのか、を追求する』

『２０世紀末の通商産業省の「産業技術政策」は何を課題とし、
目標達成のためにいかなる努力がなされたのか』

年　　　月　　　日

後世に残る“通商産業政策史”ついに発刊



この度、20世紀の終盤に当たる1980年から2000年を対象とした「通商産業政策史」

が編纂され出版の運びとなったことを、喜ばしく思います。

今回刊行される「通商産業政策史」は、経済産業省が経済産業研究所に対して指示

した第二期中期目標に基づき編纂されたものです。本政策史で扱われているこの20年

間は、グローバリゼーションが急激に進展した時期でした。この間、企業や個人を取り

巻く環境は急激かつ大きく変化しました。同時に、企業や個人の経済活動は多様化し

てまいりました。その中にあって、通商産業政策に期待される課題も変化しました。具

体的には、特定の業種の構造調整を支援する政策から、事業転換や経営革新を目指す

企業を力付け、国際経済の構造的な変化への対応を促進する政策へと転換しました。

また、国際的な産業競争力を高めるため、規制緩和や商慣行の是正により企業同士が

自由闊達に競争できる環境の整備を重視するようになってまいりました。

本政策史は、このような政策の転換期にあたり、背景となった経済・産業情勢を丹念

に辿り、政策の企画立案、実施、効果の実現状況について、客観的な事実の記録と、

分析・評価的視点を織り込んで編纂されたものです。詳細な史実の記述とそれに対す

る客観的な評価は、経済産業政策の研究を大いに発展されることと期待します。現在

の経済社会に山積する様々な課題を克服するための道標となると思います。

本「通商産業政策史」は、5年間という長い年月をかけて執筆活動を継続した委員皆

様のたゆまざる御努力の賜物です。この場をお借りして御礼申し上げます。経済産業

省としても、本書を最大限活用し、新成長戦略の実現、元気な日本の復活に向けて、

全力を尽くしてまいります。

2011年3月

経済産業大臣　海江田　万里
（通商産業政策史・各巻巻頭掲載「通商産業政策史の発刊に寄せて」より）
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大阪大学大学院経済学研究科
教授

松島　　茂
東京理科大学大学院
総合科学技術経営研究科教授

岡崎　哲二
東京大学大学院経済学研究科
教授

沢井　　実
大阪大学大学院経済学研究科
教授

石原　武政
関西学院大学商学部教授
大阪市立大学名誉教授

橘川　武郎
一橋大学大学院商学研究科教授

武田　晴人
東京大学大学院経済学研究科
教授

中山　信弘
明治大学特任教授
東京大学名誉教授

山崎　志郎
首都大学東京都市教養学部
経営学系教授

中田　哲雄
同志社大学大学院
ビジネス研究科教授

独立行政法人経済産業研究所（RIETI）とは
2001年に設立された政策シンクタンク。理論的・実証的な研究とともに政策現場とのシナジー
効果を発揮して、エビデンスに基づく政策提言を行うことをミッションとしており、これまで10
年間の活動を通じて内外から高い評価を得ている。

通商産業政策史編纂の体制
RIETIでは、編纂事業実施のため、尾髙煌之助氏（総論担当）を委員長とし各巻の執筆責任者

および経済産業省を代表する者をメンバーとする通商産業政策史編纂委員会を所内に設置した。

選りすぐりの執筆陣により描き出される通商産業政策史

●20世紀終盤における通商産業政策の歴史について、客観的な事実の
記録のみならず、分析、評価的視点も織り込みながら編纂。

●総計約200回に及ぶ元通産省職員（OB）を含めた政策担当者にイン
タビューを実施。

●政策の立案過程、立案を必要ならしめた産業・経済情勢、政策実施の
過程、政策意図の実現の状況、政策実施後の産業・経済情勢等を詳細
に記述。

●変動期を考慮し、時代別ではなく、主要な政策項目別の巻構成を採用。

本書の特色

（所属は2011年3月現在）
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